
施策8 貸し農園や農業体験農園の 
開設と利用を促進します。  

施策7 様々な関心を持つ市民が気軽に 
「農」を楽しめる環境をととのえます。  

施策9 趣味や生きがいとしての「農」から 
さらに一歩進んで農業にチャレンジを 
する人を応援します。  

本市では、農地を小規模な区画に分け、その区画を利用者が借り受ける貸し農園

が主流で、特に近年は農地所有者が開設する貸し農園の数が伸びています。さら

に、農業者が経営する農地で継続的に農業を体験し、楽しむことができる農業体験

農園も開設されています。 

本市は開設支援や情報発信により農地所有者による貸し農園の開設と市民による

その利用を促進していきます。また、ノウハウの蓄積・共有を図るなど、関係団体

と連携して農業体験農園の活動を支援していきます。  

 本市では生業として農業経営を行っている農業者は必ずしも多くありません。し

たがって、定年退職後の生きがいとして農業にたずさわりたいという方をはじめ、

意欲を持って「農」や農業に深く関わろうとする方の存在は重要です。 

 本市はこのような方々に対して、農業技術の習得の機会を提供するとともに、農

地の権利を持っていない方に対しては、農地バンク制度による支援を行っていきま

す。   

4  第2の柱 「農」のある暮らし 

農福連携によるワイン 

（守山区） 

レクリエーション、教育、健康など様々な関心を持つ市民が

より気軽に「農」に関わっていただくためには、それが実現で

きる環境をととのえることが必要です。 

本市は、南陽地区の水田地帯を活用した市民水田事業、生活

圏に近い畑地を活用したふれあい農園事業、農業公園における

体験イベントの実施、農福連携の促進等を通して、市民が

「農」を楽しみたいときに「農」にふれあうことができるよう

な環境をととのえていきます。  

耕す市民の施策 
「農」に関わる体験等を通して、 
ゆとりと潤いのある暮らしを楽しむ 
「耕す市民」を応援します。 
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■多様な農とのふれあい・農の体験 
港区南陽地区では、様々な品種の水稲を使って作る壮大な田んぼアートや、市民

が1年を通して水稲耕作を体験することができる市民水田により、農とのふれあ

い、農の体験に水田が活用されています。 

また、貸し農園や農業体験農園などには、利用者が農業者から本格的な指導を受

けることができるものや、備え付けの農具を使用して気軽に耕作を体験できるも

のなど多様なものがあり、市民はそれぞれのニーズに合わせて、自分に合った体

験の場を選ぶことができます。 

本市は、多様な形で農にふれあい、農を体験する「耕す市民」を応援していきま

す。 

市民水田での作業風景（港区） 田んぼアート（港区） 

農業体験農園での指導風景（緑区） 企業が運営する菜園で耕作を 

楽しむ市民（名東区） 

「農」とのふれあいにより、 

豊かな市民生活を実現します。 

■農業公園からの情報発信 

本市には、農業センター（天白区）、

東谷山フルーツパーク（守山区）、農

業文化園（港区）の、3つの「農業公

園」があります。これらの農業公園は

イベントや市民講座の開催等を通じ

て、市民に「農」の情報発信を行う拠

点となっています。 左：農業センター、右上：東谷山フルーツパーク 

右下：農業文化園 
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生産現場における安全管理や農薬使用の適正化を進めることで農産物の安全性

の向上に努めるとともに、鳥インフルエンザや口蹄疫等の家畜防疫に取り組むこ

とで、市民の健やかな食生活に貢献していきます。 

「食」の根本を支える農業の大切さを伝える食農教育は重要です。 

本市は、本市特産の農産物や地域に根差した伝統野菜を活用しながら、小学校

等と連携した食農教育事業や、農業公園における親子向けの食農教育講座の実施

を通して、「農」とのふれあいによる食農教育を推進していきます。 

施策11 農産物の安全性を確保し、 
市民の健やかな食生活に貢献します。  

施策10 食農教育を通して、 
農業の大切さを伝えます。  

畜舎（緑区） 農薬安全使用講習会 

食と農の施策 
「農」を通じて、市民の食生活を 
より良いものとします。 
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■小学校での食農教育 

本市では児童の地産地消への理解と地元の農産物への関心を深めることを目的とし

て、学校給食の「みんなで食べる！なごや産」の日において使用される名古屋産食

材を教材に、地産地消給食講師による出前授業を行っています。 

■なごやの伝統野菜 

本市では、野崎2号白菜、八事五寸にんじん、大高菜、愛知大晩生キャベツの4品

種が「あいちの伝統野菜」に選定されています。これらの品種はそれぞれの地域で

栽培され、市民に愛されています。 

地産地消給食講師による授業風景 

野崎2号白菜 大高菜 愛知大晩生キャベツ 八事五寸にんじん 

緑区産ブロッコリーを使った給食の一品 

第2の柱 「農」のある暮らし 
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